



究により証明されてきた (Takenaka, 1992､ 三田ら, 1991)｡
例えば心理的ストレスが過剰に繰り返されると心臓血管系へ
の負担が高まり､ 冠状動脈性心疾患を主とする種々の疾患に





れている (Cleroux,Peronnet & Champlain,1985､ Holmes
& McGilley,1987､ Sinyor et al,1986)｡ しかしその一方で､












る (早野, 1994)｡ さらに早野 (1994) は交感神経の緊張を
もたらすのは比較的強いストレスであるのに対し､ 副交感神
経は比較的弱いストレスでも強く抑制されるというMukai
et al(1992) の報告を引用し､ 日常的なライフストレス時に
生じる種々のストレス反応は主として副交感神経機能低下に










があり､ 例えばKamada et al(1992)はA型行動パターン傾
向の強い者 (以下､ ｢タイプA者｣ と称す) では副交感神経
機能の予備能力が低下していると述べている｡ A型行動パター








傾向の弱い者 (以下､ ｢タイプB者｣ と称す) に比して４～７
倍冠状動脈性心疾患 (coronary heart disease;以下 ｢CHD｣












式日常生活質問紙 (山崎ら, 1992) を配布し､ 56名から回答
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システム､ 大日本製薬KK) を用いて行った｡ 心拍変動には
呼吸に伴うゆらぎである高周波成分 (High Frequency :
HF:0.15Hz-0.4Hz) とゆっくりとしたゆらぎを示す低周波成






































｢時間切れ｣ と表示され､ その時点でゲームが終了する｡ 被
験者にはこのパソコン課題実施前に､ 課題の成績上位者３名

































題中HF成分の統計処理は２ (タイプ：A群､ B群) ×３
(実験条件：ジョギング､ ストレッチ､ 座位安静) の重複分
散分析を行った｡ またSTAI-Sによる状態不安得点について
は､ 各実験条件毎に２ (タイプ：A群､ B群) ×２ (測定時




















性６名)､ タイプB群８名 (男性６名､ 女性２名) とし､ 分
析を行った｡
タイプA､ B両群における各実験条件下でのストレス課題
中HF成分の値を図２に示した｡ 2 (群：タイプA､ タイプB)







２回目はジョギング後 (ストレス課題前) に､ そして３回目
はストレス課題後に測定している｡ 2 (群：タイプA､ タイ











前に､ ２回目はストレッチ後 (ストレス課題前) に､ そして
３回目はストレス課題後に測定している｡ 2 (群：タイプA､




するために２ (群：タイプA､ タイプB) ×2 (測定時期：2,






２回目は座位安静後 (ストレス課題前) に､ そして３回目は
ストレス課題後に測定している｡ 2 (群：タイプA､ タイプ
B) ×2 (測定時期：1,2回目) の重複分散分析の結果､ 測定
時期の主効果が有意であり､ 状態不安は座位安静後に有意に
減じられていることが明かとなった (F(1/26)=6.96,p<.05)｡















































































後に状態不安が有意に減じられていた｡ Raglin & Morgan
(1987)は一過性の安静休息が一過性運動と同様に状態不安を
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